





































                                                             
1 ドイツの大学入学制度の詳細は、末尾に掲げた関連拙稿 2～6 を参照。 


















                                                             
3 ドイツの歴史教育の特色については、関連拙稿 1 の 103 ページ以下を参照。 





って」『思想』1997 年 7 月号，pp.54-70，を参照」）。新聞にもドイツでの論争が紹
介されている（たとえば、「ユダヤ人虐殺は『民族の罪』と主張―米国学者の著作、










部大臣会議の決議という形式をとっている。またこの EPA をもとにして、2012 年に











（出典）参照文献 1 から入手。 
                                                             




















の主張についてあなたの考えを述べなさい（資料１：19－20 行目）。  
 
次に、以下が資料 1 と 2 を訳出したものである。まず、簡単なリードの文




                                                             
5 以下、参照文献 1 から訳出した。 
6 資料 1 のゴールドハーゲン（Daniel Jonah Goldhagen）は 1959 年生まれのアメリカの
歴史学者。彼はその著書『ヒトラーの自発的死刑執行人：普通のドイツ人とホロコ


















































































































                                                             
7 参照文献 3, S.6. 





























































































































（出典）参照文献 2, S.26f.および参照文献 3, S.11.にもとづき訳出。 
 
「期待される水準」を表 1 の「要求領域」に対応させると、たとえば表 4
のようになる。 
 































































                                                             
10 以下の記述は、参照文献 6，S.11f.を参照。 
11 原文は、以下を参照。Ausbildungs- und Prüfungsordnung zum Erwerb der allgemeinen 
Hochschulreife (APO-AH) Vom 25. Marz 2008 (HmbGVBl. S. 137), zuletzt geändert am 16. 
Juni 2017 (HmbGVBl. S. 161) 
























使用されている（Fachsprache/Fachbegriff fehlt oder wurde falsch verwendet）, Log：論
理的一貫性の欠如（Verstoß gegen die Argumentationslogik），Th：テーマないし課題
設定が顧慮されていない（Thema bzw. Aufgabenstellung nicht beachtet），ug：不正確
（ungenau），uv：不完全（unvollständig），Wdh：繰り返し（Wiederholung），Zhg：
誤った関連づけ（falscher Zusammenhang） 





可」）までの 6 段階に区分されている15。 
 
                                                             
14 参照文献 2, S.27f.および参照文献 3, S.17.にもとづき訳出した。 
15 ドイツの成績評価は、「1」から「6」までの 6 段階に区分されている。「1」が「sehr 
gut, 非常によい」で、以下、「2」（よい）、「3」（befriedigend, 満足できる）、「4」（可）、
「5」（mangelhaft, 欠陥の多い）、「6」（ungeügend, 不可）、という順序になっている。
前掲（注 12）に記したように、アビトゥーア試験の各科目の点数は、0～15 点の 16
段階で評価されるが、このうち、0 点が「不可」、1～3 点が「欠陥の多い」、4～6 点が






































































                                                             





































































理解の視点での解釈である」（参照文献 7, S.3.）。 























































でとくに強調されている「寛容と受容のための教育（Bildung für Toleranz und 
                                                             
20 参照文献 7, S.6. 
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※インターネット情報の最終閲覧日は 2017 年 11 月 15 日である。 
 
1. ザクセン・アンハルト州「教育サーバー」  [https://www.bildung-lsa.de/pool/ 
zentrale_leistungserhebung/abitur/gesch04gk.pdf] 
2. Einheitliche Prüfungsanforderungen in der Abiturprüfung Geschichte（Beschluss der 
Kultusministerkonferenz vom 1.6.1979  i. d. F. vom 10.02.2005）（EPA と略） [http:// 
www.kmk.org/fileadmin/Dateien/veroeffentlichungen_beschluesse/1989/1989_12_01-EP
A-Geschichte.pdf] 
3. Freie und Hansestadt Hamburg, Behörde für Schule und Berufsbildung, Schriftliche 
Abiturprüfung, Geschichte, Hinweise und Beispiele zu den zentralen schriftlichen 
Prüfungsaufgaben[http://li.hamburg.de/contentblob/3861182/d7c06f8c8aab945c359451ac
1c4fdd74/data/2013-01-29-geschichte-abitur.pdf] 
4. Freie und Hansestadt Hamburg, Behörde für Schule und Berufsbildung, Richtlinie für die 




5. Behörde für Schule und Berufsbildung, Anlage 19, zur Richtlinie für die Aufgabenstellung 
und Bewertung der Leistungen in der Abiturprüfung Geschichte[http://www.hamburg.de/ 
contentblob/3743364/d38d69d6c9012c77ca8fa47a225cd47c/data/ar-2015-dl.pdf] 
6. Freie und Hansestadt Hamburg, Behörde für Schule und Berufsbildung, Bildungsplan 
gymnasiale Oberstufe, Geschichte[http://www.hamburg.de/contentblob/1475202/ 
84d318c8718980ee54d18b3d65ece106/data/geschichte-gyo.pdf] 
7. Bildungsplan 2016, Geschichte, Amtsblatt des Ministeriums für Kultus,Jugend und Sport, 






                                                             
23 関連拙稿 1, pp.106-108.も参照。 
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教育史学会『教育思想』第 44 号, 2017.3, pp.87-109. 
2.「ドイツの高大接続 : 大学入試はない」大学マネジメント研究会『大学マネジメン








（研究代表者：名和賢美）2015.3, pp.133-176.  
6.「ドイツの大学入学法制―ギムナジウム上級段階の履修形態とアビトゥーア試験」国
立国会図書館調査及び立法考査局『外国の立法』No.238, 2008.12, pp. 21-72. 
[http://www.ndl.go.jp/jp/data/publication/legis/238/023802.pdf]  
 
※本稿は、第 50 回東北教育哲学教育史学会（平成 29 年 9 月 2 日，於：東北
大学）において口頭発表した内容を骨子に大幅に加筆したものである。 
 
 
 
 
 
